
【京都市交響楽団の主な歩み】

【楽団員の想い】

私たちは，京都市民をはじめ多くの皆様に支えられ，育てていただいた京都市交響楽団の一員で
あることに感謝し，誇りに思って活動を続けています。

そして，「自分たちのまちのオーケストラ」として市民の皆様に身近に感じていただきたい。よ
り多くの人に京響を聴いていただきたい。京都のまち全体に音楽が溢れ，いつもそこには「京響が
ある」という存在になりたい。世界に誇れる音楽を京都から発信したい。そんな思いで，日々，精
進を重ねています。

これからも，オーケストラの魅力，そして音楽の力を信じ，皆様に心のこもった音楽を届けられ
るよう邁進してまいります。

楽団員一同

共に響き合う、京響

今日，音楽は，日々の暮らしの中に溢れ，私たちの生活の一部となっています。

京都市民は，伝統的な日本文化を大切にしながら，「市民生活が真に文化的に
なり，その中から新しい文化財が次々に生み出され，育成されていかなければな
らない」と，1956年，西洋に起源を持つオーケストラを「京都の新たな文化財」
として構想し，日本初の自治体オーケストラを設立しました。

こうして生まれた京都市交響楽団は，設立から半世紀超，多くの市民に支えら
れながら，日々演奏力に磨きをかけ，最良の音楽を届けることに邁進し，文化的
な市民生活に寄与するとともに，日本屈指のオーケストラとして評価されるまで
に，成長・発展を続けてきました。

今後も，京都市交響楽団は，これまで培ってきたものを継承しながら，新たな
時代を見据えて果たすべき役割を自覚し，「世界文化自由都市宣言」を掲げる京
都市の象徴として更なる発展を目指し，歩み続けなければなりません。

2020年4月。京都市交響楽団が新たなステージを迎える今，改めて，主体である
楽団員や運営する公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団，設置に責任を持つ
京都市は，オーケストラの意義，市民にとっての価値等を自問し，未来に向かう
方向性を共有したうえで，市民の皆様にお示しする「京都市交響楽団ビジョン」
を構想しました。（2019年度）

～ Sound of inspiration from the city of tradition ～

1956年 自治体直営のオーケストラとして設立。
円山公園野外音楽堂にて第1回定期演奏会を開催。

1959年 毎日音楽賞，大阪府民劇場賞，大阪府芸術祭賞受賞。

1961年 文部省芸術選奨を受ける。

1976年 初めての海外公演を香港にて実施。

1978年 『京都をイメージとした作品集』で「日本レコード・アカデミー賞」を受賞。

1995年 京都コンサートホール完成。京響市民合唱団（現：京響コーラス）が結成。

1997年 創立40周年記念事業として，ヨーロッパ5都市を巡る海外ツアーを実施。

2005年 プラハ交響楽団（FOK）と姉妹オーケストラ盟約を締結。

2006年 創立50周年。「京響創立50周年記念コンサートツアー」を実施。

2009年 運営を京都市文化市民局から外郭団体の京都市音楽芸術文化振興財団に移管。

2013年 第564回定期演奏会から第579回まで，毎回チケットが完売。

2015年 広上淳一と京都市交響楽団が，第46回サントリー音楽賞を受賞。

2016年 創立60周年。シュトックハウゼン／３つのオーケストラのための「グルッペン」の関
西初演（指揮：広上淳一，高関健，下野竜也）が評価され，第29回ミュージック・ペ
ンクラブ音楽賞」クラシック部門の「現代音楽部門賞」を受賞。

【楽団長の想い】

戦後日本が国際社会に復帰し，再び近代化の歩みを始めた1956年，オーケストラが京都の新たな
文化となる未来を目指して，京響は創設されました。

それから60年余り，今では日本屈指のオーケストラと評されるまでに成長を遂げています。京響
を温かく見守り，応援してくださった市民の皆様に，改めて厚く御礼申し上げます。

京都市では2019年３月，京響が皆様に一層愛され，京都の文化芸術を象徴する存在となるよう，
全国で唯一，オーケストラを都市の政策として位置付ける「京都市交響楽団条例」を制定しました。

音楽の力で市民の皆様に生きる喜びを感じていただき，まちを元気にする。そんな重要な役割を
果たすため，京響はこのビジョンに沿って，お客様，市民の皆様，京都のまち，そして社会全体と
響き合う“共響”として歩みを進めてまいります。これからの京響に，ぜひ御期待ください。

京都市交響楽団楽団長／京都市長 門川大作



❷ クラシック音楽・オーケストラの楽しさを実感できるプログラムづくり

❶ 「文化芸術都市・京都」を牽引する文化芸術の振興

❹ より多くの幅広い市民に京響の音楽を届ける鑑賞機会の提供

❸ 子どもたちの豊かな心をはぐくむ教育プログラムの積極的な展開

❺ 京響ファンに喜ばれるサービスの提供と新たなファンの獲得

❻ 京響・楽団員を身近に感じる情報発信

❽ 活発なコミュニケーションによる創造性と調和の追求

❼ プロの音楽家としての誇りと京響楽団員としての自覚・責任の堅持

❿ 京響の発展を支える体制の構築

❾ 持続的な収支構造の確立

「目指す姿」を実現するための５つの戦略

私たち京響が「目指す姿」

身近な存在として，市民に愛され誇りとされるオーケストラ

文化芸術都市・京都の象徴となるオーケストラ

世界に向けて最高の音楽を発信し続けるオーケストラ


